
コノハエビ(甲殻類，薄甲類)の胸肢にある副肢の

位置について
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軟甲類の中では原始的なグルーフ。とされる

コノハエビ類(薄甲類)の胸肢には，属によっ

て違いはあるが，一般に良く発達した外葉

(exite)があり， 乙れを副肢 Cepipod)と呼

んでいる。副肢とは，十脚類CDecapoda)や厚

エビ類CSyncar甘a)の付属肢を見ると明かな

ように CSnodgrass，1952)，底節Ccoxa)に付

属する外葉のことであるが，コノハエビ類の乙

の外葉の場合も底節iζ付属すると考えて，乙の

ように呼ばれているのである。と乙ろで，コノ

ハエビ類の胸肢の形は，外肢，内肢，そして副肢

を合わせると一見三文状を呈する乙とから，三

文型だとされるカシラエヒ‘類CCephalocarida) 

の付属肢との関連が議論されている CSanders，

1957， 1963 a， 1963 b ; Hessler & Newman， 

1975; Lauterbach， 1979; Hessler， 1982)。

しかし， コノハエビ類の副肢は，十脚類など

のそれとは違って，ほとんど基節 Cbasis)

との境界に近い所から出ているように見え

CSars， 1887; McLaughlin， 1980): またむ

しろ基節から出ているような図を示している

人すらいる CClaus，1888)。甲殻類の系統学

的議論の中では，副肢が底節から出るのと基

節から出るのとでは大変な違いであり，従来

の観察が間違っているのか，それとも乙の違

いは材料の違いを反映しているのか はっき

りさせておく必要がある。そ乙で， とりあえ

ず簡単に入手できた材料で走査型電子顕微鏡

による観察をし，副肢の正確な位置を調べた。

材料と方法

材料は，瀬戸臨海実験所の水槽の底にたまっ

た泥から採取されアJレコールに入れて保存され

ていたコノハエビ CNebaliabipes Fabricius 

と同定されている)の成体と若虫をもちいた。

材料は一度蒸留水にもどし良く洗った後，改

めてアルコールシリーズを通し，酷酸イソア

ミルを通した後，臨界点乾燥をした。スパッ

タコーティングのターゲットには，金をもち

いた。走査型電子顕微鏡による観察は，加速

電圧 5KVでお乙なった。

図の中で，以下の省略記号を使用した。 cx-

coxa ; bs-basis ; ep-epipod ; ex-exopod. 

結 果

成体の胸肢を前面から見ると，底節と基節

の境界は非常にはっきりしている(第 l図 A)。

乙の境界は，溝の中lζ細いひだを挟んだよう

な構造で，肢の表面に散在するしわとは，完

全に区別できる。副肢は底節の途中から基節

の途中まで，かなり広い範囲で接しているよ

うに見え，本当の接続部がど乙にあるのかはっ

きりしない。また，底節の外側には，同じ節

の他の部分lζ比べてやや硬いクチクラの縁ど

りがある。副肢の基部の薄いクチクラは，上

記の縁どりとそれより内側の底節本体に挟ま

れるようにして，上方(肢の基部の方)I乙向

かつて伸びている。後面から見ると，他の部
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第1図 コノハエビ成体，胸肢の走査電顕像.A，第6胸肢の前面.矢印は底節と基節の境界を指す.
B，第5胸肢の後面. C，高IJ肢を除去した第7胸肢. (スケール:A， B， 100μm; C，50μm) 
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分より薄いクチクラが，前面にあった底節と

基節の境界lζ相当する位置に存在し，それが

副肢とつながっている(第 1図 B)。乙の薄

いクチクラからなる部分は内側に向かつて次

第に拡大し，他の部分との境界ははっきりし

なくなる。結局のと乙ろ，前面から見ても後

面から見ても，副肢の基部の正確な位置は，

はっきりしない。

そ乙で，副肢と原節 (protopod)の接続

部をはっきりと観察するために，副肢を針で

引きちぎって，その傷跡を観察してみた(第

1図 C)。そ乙には，副肢の基部lζ相当する

短い突起が残っており，乙の副肢基部は明ら

かに，底節と基節の両方にまたがって存在し

ている。しかも基節側の部分には 2本の管

状の構造が横l乙並んでおり，また底節側には

大きな管あるいは空所が存在する乙とが明ら

かである。

若虫の胸肢も基本的lζは成体の胸肢と閉じ

形をしているが.副肢の位置が成体のそれと

違っているような印象を受ける(第2図)。

副肢を2分する中軸部が原節に達する位置に

注目すると，乙の違いが分かる。成体では乙

の中軸部と底節一基節の境界線は一致してい

るのに，若虫では，副肢中軸部は底節 基節

の境界線より先(基節側)の方に偏って存在

する(第1図と第2図を比較)。

考察

今回実際iζ調べたコノハエビの副肢は，底

節と基節の両方l乙接属しているものである

乙とが確認できた。副肢を切除した際lζ見

えた 2本の管状の構造物は，おそらく血管

で (Lauterbach，1979)，基節と偲としての

機能を持つ副肢が，内部構造でも密接につな

がっているととを示している。 Neblia属の

各種は薄甲類の中で最も発達した副肢を持つ

にもかかわらず，文献の中でその位置が明確

に示されていない乙とが多いのは(例えば，

Hessler & Sanders， 1965)，副肢が実は底節

と基節のどちらともつかない所に位置してい

たためであろう。パハマ諸島から報告された

Nebalia sp. (Brattegard， 1970)の胸肢は詳

第2図 コノハエビ若虫，第3胸肢前面の走査電顕像.矢印は副肢の中軸部と底節一基節の境界線
を指す. (スケーlレ;50μm) 
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しく儲かれているが，その副肢の状態は，第 1図

A に示したものと全く同じである。 Nebalia

属の副肢は，底節一基節の境界から，両方l乙

接続して出ているとみて間違いない。また，

最近深海から発見された Dahlellα属も良く

記載されており CHessler，1984)，乙の副肢も

Nebaliα属のものと同じく底節一基節の境界

から出ているようである。

今回の観察から，Nebliaの若虫では副肢

が基節側lζ偏って存在する乙とがわかったが，

これは個体発生上，副肢が基節仰側lから底節側

lに乙わず

している。乙れらの事実の系統学的意義につ

いては，現在準備中の論文の中で，別l乙論じ

7こし、 (Ito， in preparation)。

一方，Paranebαlia属の場合，副肢の位置は

底節一基節の境界線iζ媛する底節上に存在する

ように描かれている乙とが多いが(Sars，1887 ; 

Wakabara， 1976; McLaughlin， 1980)，乙

れが本当にそうなのか，また発育過程にお

いて位置を変えるような乙とはないのか，な

どの点について今後調べてみる必要があろう。
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